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本研究は、図画工作科における立体造形の基本技術を身につけ、量感を捉えよ

うとする児童の育成を目的としている。特に、小学校高学年の児童が、立体造形

の技能不足によって表現の困難さを感じ、苦手意識を持つ傾向があることに着

目し、適切な指導方法を探った。

実習Ⅲの実践では「いでよ！ダンボールアニマル」と題し、動物をモチーフに

した段ボール造形を行った。段ボールの加工技術を学ぶ導入活動を実習Ⅱにお

いて「めざせ！ダンボールマスター」として実施後、本実習では基本形のレシピ

（制作手順を記したもの）や補助道具を用意し、児童の困り感を軽減する工夫を

施した。また、「自立させる」ことを目標に掲げ、量感やバランスを意識させる

指導を行った。

結果として、多くの児童が試行錯誤しながら作品を完成させ、立体造形への自

信を深めることができた。一方で、支援の受け取り方には個人差があり、さらな

る柔軟な指導の工夫が課題として残った。


